


渓流に棲むイワナ、ヤマメが極端に少なくなったことは多

くの人が認めざるをえないだろう 。ことにひと昔前から渓流

の釣りを始めた人は、なおさら当時の渓と比較してこの感を

強くすると思う 。

「最近は放流によって渓流魚が増えたよ」という釣り人の

嬉、しそうな顔を見ることも時にはあるが、喜ぶ前にちょっと

待ってもらいたい。現在のような状態で、つまり放流魚が釣

ようになったということは、極端にひと昔より魚が減っ

できて、魚が増えたわけではない。養殖技術が

、イワナの生産が容易になり、放流された魚

主いるだけで、本当に魚が増えたといえるか、

ごとである。

むしろ、私は川の中で自然に繁殖した魚、つまり川の中で彼

ら自身の繁殖活動によった結果、誕生し、生長する魚は前にも増

、して減少しているのではないかと危慎を抱いている一人である。

渓流魚が、なぜこれほどまでに減少したのかという原因を

考える時、その原因には大き

く分けて二つあると思う。ひ

とつは生息環境の破壊であり、

もうひとつは釣り人の増加で

ヲの二つの原因が複雑

させてい

白源として利用

かったのではない
¥ 

れるか人々は経験的に難J明
ただろう 。まだ、魚を獲友司

入、
の人に限られていた。まだミ

なく、渓流を訪れる釣り人は凶村

金額とはいえ、山村社会に収入をもた

会とのコミュニケーションもあった。

で渓流に着き、夕方には都会へ帰ってしまヲ

違うものであった。

渓流魚の生存に影響を与えているものはまだま

ダムの建設で川は水の捨て所としての機能しか持たな

ている 。それに林道工事、山林伐採によって川の生産力は

われたといっても過言ではない。早急な対策を樹てないと、

イワナ、ヤマメはやがて幻の魚になってしまうかも知れない。

とやまの明日を拓く人たち
第3固rとやま賞」贈呈式

ヅ1

、、

置
県
の
日
の
五
月
九
日
、
名
鉄
ト
ヤ

マ
ホ
テ
ル
で
、

第
三
回
「
と
や
ま
賞
」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
と
や
ま
賞
」
と
は
、
富
山
県
置
県
百
年
財
団
が
富

山
県
の
将
来
を
担
う
有
為
な
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
、

学
術
研
究

・
発
明
発
見

・
芸
術
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
各

分
野
で
優
れ
た
実
績
を
挙
げ
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
富
山
県
出
身
者
ま
た
は
県
内
在
住
者
に
対
レ
て
奨

励
金
を
贈
る
も
の
で
、
今
回
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
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(
ロ
)
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
助
手

ー
高
岡
市
出
身

V
横
沢
隆
子
さ
ん

(
叫
)
富
山
医
科
薬
科
大
学
和
漢
薬

研
究
所
助
手

V
石
川
准
さ
ん

(
却
)
東
京
大
学
社
会
学
研
究
科
博

士
課
程
四
年
l
魚
津
市
出
身

V
戸
出
喜
信
さ
ん

(
お
)
画
家
l
宇
奈
月
町
出
身

V
琴
ヶ
梅
剛
史
さ
ん

(
幻
)
力
士
l
八
尾
町
出
身

V
働
国
際
舞
台
芸
術
研
究
所

(
鈴
木
忠
代
表
)

V
新
湊
高
校
野
球
部

V
川
人
光
男
さ
ん



ヅプ2

新
緑
も
ま
ぶ
し
い
五
月
八
日
、
立
山
町
芦
嶋

寺
の
国
立
立
山
少
年
自
然
の
家
地
内
で
第
三
七

回
富
山
県
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労
者

・
緑
化
功
労
者

・
国
土
緑

化
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
表
彰
な
ど
の
あ
と
、
中
沖

知
事
や
県
内
各
地
の
み
ど
リ
の
少
年
団
の
代
表

な
ど
が
、
約
一、五

O
O本
を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
植
樹
祭
に
は
、
ミ
ス
ユ
ニ
バ

ー
ス
日
本
代
表
の
江
崎
晋
子
さ
ん
も
特
別
参
加
、

催
し
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
植
樹
祭
を
記
念
し
て
花
の

種
を
付
け
た
風
船
を
飛
ば
し
た
と
こ
ろ
、
群
馬

県
な
ど
か
ら
か
花
の
種
が
届
き
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
植
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
た
よ
リ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

森
林
、
林
業
を
と
リ
ま
く
環
境
は
厳
し
い
も

の
が
あ
リ
ま
す
が
、
最
近
て
は
、
自
然
環
境
の

保
全
や
森
林
浴
な
ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
、
森
林
の
も
つ
役
割
は
見
直
さ
れ
つ

つ
あ
リ
ま
す
。

こ
の
植
樹
祭
を
契
機
に
、
植
生
自
然
度
本
州

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
緑
豊
か
な
県
土
を
守
り
育
て

る
と
と
も
に
、
「
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
」
を
め

ざ
し
て
、
さ
ら
に
緑
化
運
動
を
進
め
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

企かわいい演奏

...表彰式
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ヅプ3

「
ふ
る
さ
と
に
創
ろ
う
・
鳥
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

を
テ
ー
マ
に
愛
鳥
週
間
が
ス
タ
ー
ト
し
た
五
月

十
日
、
県
内

一
斉
に
ツ
バ
メ
の
生
息
数
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
二
五
五
の
す
べ
て
の
小
学
校

六
年
生
約

一
万
九
千
人
が
調
査
員
と
な
リ
、
各

校
下
内
の
ツ
バ
メ
の
生
息
数
、
巣
の
数
な
ど
を

調
査
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
六
年
か
ら
毎
年
、

ツ
バ
メ
の
繁
殖
期
の
ピ
ー
ク
に
あ
た
る
こ
の
時

期
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

富
山
市
の
新
保
小
学
校
て
も
三
一

の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
付
近
の
住
宅
を
調
査
。
ツ
バ
メ

が
軒
下
に
出
入
り
し
て
い
る
家
を
訪
問
し
、
鳥

の
数
や
種
類
、
巣
の
状
態
な
ど
を
観
察
し
た
後

調
査
票
に
記
入
し
ま
し
た
。

ツ
バ
メ
の
生
息
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

リ
、
昨
年
は
調
査
開
始
以
来
初
め
て
四
万
羽
を

超
え
る
四
万

一
千
五
九
七
羽
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
(
今
年
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
八
月
ま

で
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
)
。

こ
れ
は
、
水
辺
の
環
境
の
向
上
、
低
毒
性
農

薬
の
使
用
、
家
屋
の
増
加
な
ど
が
原
因
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
ツ
バ
メ
の
飛
び
交
う
こ
う
し
た
環

境
は
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

d

司
新
保
小
学
校
の
生
徒
達
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計

97件

県
で
は、

冬
の
富
山
を
更
に
明
る
く
い
き
い
き
と
し
た
も
の
に

163 

260 

す
る
た
め
、
富
山
県
総
合
雪
対
策
条
例
に
基
づ
き
、
県
民
の
皆
さ

ん
か
ら

「
雪
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
」
を
本
年
二
月
一
日
か
ら

月
二
十
日
ま
で
、
募
集
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
小
中
学
生
を
は
じ
め
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
二
六

O
点

に
及
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
克
雪
、
利
雪
の
ア
イ
デ
ィ
ア

・
工
夫
、
か
寄
せ

第 1部門(小中学生)

第 2部門(一般)

言十

ら
れ
ま
し
た
。

四
月
二
十
二
日
・
五
月
十
二
日
の
二
回
の
審
査
委
員
会
で
、
入

賞
二
十
八
点
が
選
ば
れ
、

五
月
三
十
日
、
県
民
会
館
で
賞
の
授
与

雪
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア

仰
の
H

雪
に
強
い

い
き
い
き
富
山
H

に
つ
い
て
今
後
の
雪
対
策
の
参
考
に
す
る
と
と

も
に
、
身
近
な
も
の
か
ら
、

で
き
る
だ
け
実
用

に
移
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
賞
の
授
与
に
あ
わ
せ
て
、

雪
対

ま
た
、

策
の
観
点
か
ら
業
績
の
あ
っ
た
一
個
人
、

団

体
に
対
し
雪
対
策
関
係
部
門
功
労
の
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
雪
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の

中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
部
門
利
雪
分
野
金
賞

「注
意
」
人
々
レ
ー
ダ
ー

発
案
者
牧
野
裕
季
子
さ
ん
(
魚
津
市
立
西
部
中
一
年
)

降
雪
に
よ
っ
て
川
や
池
、
水
の
た
ま
っ
た
側
溝
等
が

隠
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
リ
、
人
が
落
っ
こ
っ
た
リ
し

て
危
険
で
す
。
そ
ん
な
時
は
、
こ
の
「
注
意
」
人
々
レ

ー
ダ
ー
が
「
こ
こ
に
入
っ
た
ら
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
ま
す
。

牧

野新
聞
に
子
供
が
川
に
落
ち
て
死
亡
し
た
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
こ
の
ア
イ
デ
ア

で
す
。
危
険
な
場
所
だ
と
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
械
が
あ

れ
ば
、
川
に
落
ち
て
死
ぬ
子
供
も
い
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
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雪
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
募
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入
賞
者

(一般)
第

(小・中学生)
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ス711ーム

第
一
部
門
利
雪
分
野
金
賞

雪
の
映
画
ス
ク
リ
ー
ン

発

案

者

谷

口
仁
志
さ
ん

(
魚
津
市
立
西
部
中
二
年
)

雪
に
よ
っ
て
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
広
い
場
所
が
使

え
ず
あ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。
こ
ん
な
時
は
、

真
白
な
雪
で
ジ
ャ
ン
ボ
ス
ク
リ
ー
ン
を
作
っ
て
映
画
祭

な
ど
聞
い
て
み
て
は
ど
う
で
じ
ょ
う
か
。

谷

口よ
く
映
画
を
見
に
行
き
ま
す
。
映
画
の
ス
ク
リ
ー
ン

は
白
色
、
そ
レ
て
雪
も
白
色
、
同
じ
臼
だ
か
ら
映
画
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
使
え
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
な
ど
広
い
所
で
た
く
さ
ん
の
人
を
集
め
て
や

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
や
っ
ぱ
リ
外
だ
と
寒
す

ぎ
る
か
な
。



第
二
部
門
克
雪
分
野
優
秀
賞

発
案
者

野

村

博

重

さ
ん
(
電
気
主
任
技
術
者
)

例
年
積
雪
期
に
は
、
大
中
河
川
の
一
定
個
所
に
雪
捨

て
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
雪
の
「
投

棄
処
理
場
」
を
設
け
て
は
い
か
が
で
レ
ょ
う
。
雪
塊
が

川
の
流
れ
を
堰
止
め
る
こ
と
が
な
く
、
作
業
も
安
全
に

行
え
ま
す
。
そ
し
て
冬
期
以
外
は
住
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

第
二
部
門
利
雪
分
野
優
秀
賞

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

・
遊
園
地
作
リ
(
ス
ベ
リ
台
、
三

二
ス
キ
ー
場
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
親
雪
日
本
一

発

案

者

青
木

チ
ャ
レ
ン
ジ

・
記
録
の
作
成
(
ど
ん
な
競
技
で
も
す
べ
て
記
録
を
と

リ
新
記
録
と
し
て
登
録
す
る
)

・
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
の
せ
る
競
技

・
富
山
県
の
競
技
と
し
て
全
世
界
に
広
が
る
ト
ラ
イ
ア

ス
口
ン
的
な
も
の
を
開
発
。

・
寒
中
水
泳

・
日
本
海
て
の
遊
覧
船

メ
ル
ヘ
ン
の
世
界

・
陸
上
競
技
場

・
野
球
場
を
利
用
し
、
大
キ
ャ
ン
パ
ス

に
見
た
て
芸
術
家
に
よ
る
絵
を
か
く
。
(
ス
タ
ン
ド
で

見
学
)

.
雪
の
降
る
夜
の
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
等

.
新
雪
の
景
色
の
中
で
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
よ
る
演

出

繁

さ
ん
(
会
社
員
)

。。 オまくな
典科日が祭 リつ冬リ冬
に事本参典 ジリをがは
す典新加の ナの過ちど
るを記で内 ルよごでう
)作録き容 のうすすし

る、、は ，、 a‘ A 祭にこ て
二ギ又テ 也'f~T L7 典富とそも

富ネ楽 I F=む 2￥)~ ￥函を ζ 雪

山スしマ {γ・tifT- 門事雪量 2
県ブむ男IJ ¥ 1 “‘~- 一 一だツ事に ふ...I.~戸、.日、:ム、 十五千民に

5出 燃伶勝、fi;ff
リせ 。 あ 4EP:い泌氏~L~、 で桑元手伝
戸 SK“，.、γxbし典 02」

一一 一一ー ょ 、キし?ー
ル 雪 る う富幌、， Ji
なの 人 。 111 m 楽陪

祭百 々 足者 しく

苦
し
さ
を
味
わ
う

・
公
共
建
物
の
屋
根
雪
お
ろ
じ
大
会

.
除
雪
競
争
:
:
:
e
t
c

体
を
き
た
え
る

子
供

・
大
人
:
:
:
・
運
動
会
(
雪
上
)
・各
種
珍
競
技

老
人
:
:
-
j
i
-
-
:
・
雪
上
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

ボ
ー
リ

ン
グ

・
ゴ
ル
フ

楽
し
む

見
る
:
:
:
:
:
:
・
:
・
雪
上
展
覧
会
(
美
術
展
)

作
る

j
i
-
-:::
・
雪
像
作
リ

(
夏
ま
つ
り
の
再
現
)
富
山
県

第
二
部
門
克
雪
分
野
優
秀
賞

身
体
障
害
者
の
暮
ら
し
ゃ
す
い
街

e

つ
く
り

発
案
者

小

城

慎

治

さ
ん
(
公
務
員
)

雪
に
埋
も
れ
た
点
字
"
フ
ロ
ッ
ク
は
、
何
の
効
果
も
あ

リ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
積
っ
た
雪

を
溶
か
す
事
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

小

城降
雪
が
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
覆
づ
て
し
ま
う
と
、
私
た

ち
の
意
識
か
ら
点
字
"
フ
ロ
ッ
ク
の
存
在
自
体
が
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
歩
道
が
雪
で
埋
ま
っ
て
い
て
も
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
が
見
え
て
い
る
と
い
う
の
は
、
子
供
達
の
意

識
の
な
か
に
、
障
害
者
の
方
々
に
対
す
る
思
い
や
リ
の

心
を
育
て
、
人
づ
く
リ
と
い
う
こ
と
に
も
通
じ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

6 

入問フーをA.し

本竜循cざ包る

第
二
部
門
利
雪
分
野
優
秀
賞

雪
の
と
や
ま
へ

革
靴
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

発
案
者

風

間

耕

司

さ
ん
(
写
真
家
)

7 



雪
対
策
関
係
部
門
功
労
表
彰

吉
田
秀
夫
(
農
業
)

果
樹
栽
培
に
お
い
て
降
雪
は
、
枝
の
裂
聞
や
折
損
な

ど
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
吉
田
さ
ん
は
昭

和
五
十
三
i
五
十
四
年
頃
、
独
自
に
ナ
シ
の
耐
雪
性
交

差
整
校
法
を
考
案
さ
れ
、

雪
に
強
い
ナ
シ
栽
培
と
し
て

実
用
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
普
及
活
動
に
も
積
極

的
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

八
尾
地
区
除
排
雪
協
議
会

昭
和
十

一
年
か
ら
地
域
住
民
が

体
と
な
っ
て
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
除
排
雪
活
動
を
自
主
的
、
計
画
的
、

継
続
的
に
展
開
し
、
生
活
道
路
の
確
保
、
公
共
施
設
、

要
援
護
世
帯
の
除
排
雪
に
お
い
て
著
し
い
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

城
端
町
西
町
商
庖
会

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ヨ
ン
の
進
展
に
よ
リ
、
に
ぎ
わ
い

の
薄
れ
て
い
た
「
つ
ご
も
リ
市
」
を
、
従
来
の
五
箇
山

地
方
の
基
地
と
し
て
の
「
市
」
か
ら
、
冬
の
生
活
が
豊

か
で
生
き
生
き
と
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
事
業
者
や

住
民
が

一
体
と
な
っ
て
楽
レ
め
る
行
事
と
な
る
よ
う
計

雪
に
強
い
い

?γ
、
富
山
の
創
造

今
冬
に
お
け
;
雪

Y
の
取
。
組
み

じ
ら
れ
ま
し
た
。

a
、
体
制
の
整
備

十
二
月

一
日
富
山
県
道
路
除
雪
対
策
本
部
の
設
置

十
二
月
三
日
県
・
市
町
村
・
防
災
機
関
等
十
四
機
関

に
よ
る
「
豪
雪
対
策
図
上
訓
練
」
の
実
施

十
二
月
十
九
日
市
町
村
長
に
対
し
道
路
除
排
雪
の
促

進
、
雪
崩
災
害
の
防
止
等
雪
害
対
策
に
万
全
を
図
る
よ

う
通
知

一
月
二
十
六
日
富
山
県
道
路
雪
害
対
策
本
部
の
設
置

一
月
二
十
七
日
新
潟
県
能
生
町
の
雪
崩
災
害
発
生
に

伴
い
、
市
町
村
長
等
に
対
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
強
化

を
通
知

b
、
道
路
の
除
排
雪

累
計
降
雪
深
で
み
る
と
五
六
、
五
九
豪
雪
に
次
ぐ
大

雪
で
し
た
。
道
路
除
雪
に
つ
い
て
は
、
特
に
パ
ス
路
線

の
優
先
的
確
保
、
交
差
点
や
歩
道
の
除
雪
、
凍
結
防
止

剤
の
散
布
、
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪
活
動
の
推
進
等
を
重

点
と
し
て
、
市
町
村
や
県
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
や
事
業
活

動
へ
の
支
障
は
、
軽
微
な
も
の
に
と
ど
ま
リ
ま
し
た
。

ま
た
、
除
雪
費
の
面
で
も
、
大
雪
で
あ
っ
た
割
に
は

除
雪
作
業
の
効
率
化
等
に
よ
リ
昨
年
並
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
(
表
2
参
照
)
。

c
、
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪

県
下
各
地
域
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域
ぐ
る

み
除
排
雪
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

県
で
も
、
市
町
村
と
連
携
し
て
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪

促
進
事
業
や
小
型
除
雪
機
械
の
整
備
、
無
雪
害
ま
ち
づ

昭
和
印
年
度
単
純
平
均
累
計
降
雪
状
況
図

く
り
事
業
、
面
的
除
排
雪
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
な
ど
ハ

図
〔
県
内
5
指
定
観
測
点
の
単
純
平
均
D
A
T
A〕

圃

|
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
わ
た
リ
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪

S.55 ( ~H ・ 859)
S. 58 ( ~H ・ 828 )
S . 60 ( ~H .778) 

S.59 ( ~H ・ 711 )

五箇年平灼
( ~H ・ 626)' (昭和61 年4 月 l 日現在~)
四箇年平均
( ~H ・ 575)

凡 依り

一一- 60年度

・---過(s去5五5-箇5年9)平均

ーーー 過(s去5四5・箇56年・5平7・均59) 

一ー一 昭和59年度

一一一 昭(5和7年58濠年雪度) 

一一一昭(56和年55叢年雪度) 
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今
年
の
冬
は
、

富
山
県
総
合
雪
対
策
条
例
が
施
行
さ

れ
て
初
め
て
迎
え
た
冬
で
し
た
。

降
雪
量
で
み
る
と
三
年
連
続
の
大
雪
で
し
た
が
、
県

て
は
、
昨
年
十

一
月
に
条
例
に
基
づ
き
策
定
し
た
総
合

雪
対
策
基
本
計
画
や
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
道
路
除
排

雪
の
徹
底
や
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪
の
推
進
な
ど
、

雪
に

よ
る
障
害
の
克
服
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
雪
に

親
し
み
雪
を
利
用
す
る
施
策
を
総
合
的
に
展
開
し
ま
し

た
。さ

て
、
県
民
の
皆
さ
ん
は
、

雪
と
ど
の
よ
う
に
取
リ

組
ま
れ
、
今
年
の
冬
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
で
し

ょ
う
か
。
こ
こ
で
、
今
年
の
冬
の
雪
と
の
取
リ
組
み
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

気
象
状
況

十

一
月
下
旬
の
初
雪
に
は
じ
ま
リ
、
十
二
月
中
旬
と

し
て
は
観
測
史
上
最
高
の
大
雪
に
見
ま
わ
れ
、
例
年
よ

リ
早
く
本
格
的
な
冬
に
入
リ
ま
し
た
。

年
が
開
け
て
か
ら
も
問
問
に
わ
た
る
寒
波
に
み
ま
わ

れ、

三
年
続
き
の
大
雪
と
な
リ
ま
し
た
(
図
参
照
)
。

を
促
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

d
、
公
共
交
通

パ
ス
路
線
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
と
、
十
二
月
中
旬

に
県
東
部
を
中
心
に
混
乱
を
生
じ
た
ほ
か
二
月
初
旬
ま

で
通
勤
時
間
帯
に
遅
延
が
生
じ
ま
し
た
。
し
か
レ
、
五

九
豪
雪
と
比
較
す
る
と
区
間
運
休
が
四
分
の
三
に
、
運

休
本
数
は
ほ
ぼ
二
分
の

一
に
な
っ
て
お
リ
、
県
民
の
足

が
か
な
リ
確
保
さ
れ
た
と
言
え
る
で
レ
ょ
う
。

ω
雪
の
利
用
の
促
進
等

雪
の
中
で
も
明
る
く
い
き
い
き
と
し
た
冬
の
富
山
を

め
ざ
し
て
、
県
内
各
地
域
で
雪
ま
つ
リ
や
カ
ー
ニ
バ
ル、

雪
上
運
動
会
等
多
彩
な
催
レ
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
行
事
に
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加

を
得
る
と
と
も
に
、
。
冬
の
い
き
い
き
富
山
。
と
し
て
観

光
面
で
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
も
、
雪
に
関
す
る

副
読
本
の
作
成
や
、
ス
キ
ー
教
室
の
開
催
な
ど
雪
で
鍛

え
雪
に
学
ぶ
子
供
達
の
成
長
が
、
更
に
積
極
的
に
図
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
条
例
の
施
行
に
よ
っ
て
、
全
国
各
地
の

降
雪
地
域
や
、
政
府
機
関
て
も
克
雪
・
利
雪
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
冬
を
振
り
返
っ
て

降
雪
量
で
み
る
と
三
年
続
き
の
大
雪
と
な
っ
た
冬
で

し
た
が
、

雪
に
よ
る
県
民
生
活
や
事
業
活
動
へ
の
影
響

は
降
雪
が
波
状
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
比
較
的

軽
微
な
も
の
に
と
ど
ま
リ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
・
市

町
村
と
県
民
の
皆
さ
ん
と
が

一
体
と
な
っ
て
雪
に
積
極

的
に
取
リ
組
ん
だ
成
果
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
雪
に
強
い
い
き
い
き
富
山
の
創
造
に

画
し
、
昭
和
五
十
七
年
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

建
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

富
山
建
友
会

富
山
市
内
の
建
設
業
者
三
十

一
社
が
連
携
し
、
設
立

以
来
十
五
年
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
特
に
冬
期
積
雪
期
に
は
、

一
人
暮
ら
し
老
人
や
重

度
身
体
障
害
者
世
帯
等
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
適
時
屋
根

雪
お
ろ
レ
や
周
辺
の
除
排
雪
作
業
を
実
施
し
当
該
世
帯

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

8 

総
合
雪
対
策
の
展
開

こ
う
し
た
中
で
、
県
で
は
昭
和
六
十
年
度
総
合
雪
対

策
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
克
雪
か
ら
利
雪
に
わ
た
る
各

種
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
費
て
み
ま
す
と
、

実
施
計
画
の
総
額
が
四
十
八

億
九
千
万
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
道
路
除
雪
費
の
追

加
支
出
の
た
め
最
終
的
に
は
総
額
五
十
八
億
八
千
万
円

と
な
リ
ま
し
た
(
表
参
照
)
。

川

雪
に
よ
る
障
害
の
除
去

雪
に
よ
る
障
害
を
除
去
す
る
た
め
多
く
の
対
策
が
講

向
け
て
着
実
な
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
更
に
、

雪
の
中
て
も
他
の
季
節
と
変
わ
ら
な
い

活
力
に
満
ち
、
魅
力
あ
る
郷
土
を
め
ざ
し
て
県
民
ぐ
る

み
で
取
リ
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(単位:千円)

計 画 区 分 ! 計画事業費 (A. 実施事業費[GJ..  立主笠.

9 

116.9 
103.8 
105.6 
144.3 
83.1 
99.0 
86.2 
86.0 

114.1 

km.百万円)

5，007，065 
2，837，453 

183，071 
1，986，541 

15，032 
381，568 
153，406 
21，318 

5，578，389 

(単位

4，284，088 
2，734，204 

173，315 
1，376，569 

18，095 
385，406 
177，919 
24，801 

4，890，309 

雪害のないまちづくり
雪に強いまちづくり事業の推進
交通の確保友び情報通信体制の整備
除排雪の推進
産業の雪害防止
雪災害対策
雪の利用の促進等
その他
総

道路延長と

昭和60年度総合雪対策事業実施状況

計

第 1:章
I 
E 
E 

第 2章
第 3章
第 4章
第 5章

表 1
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て

知

て

ま

す

か

六
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す

土
砂
災
害
つ

つ

山
崩
れ
・
地
す
ベ
リ
・
が
け
崩
れ
、

一
瞬
の
う
ち
に

田
畑
や
道
路
、
家
屋
や
人
命
ま
で
を
も
土
砂
の
底
に
埋

め
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
災
害
、
こ
れ
が
土
砂
災
害
で
す
。

土
石
流
と
は
、

巨
石
や
土
砂
を
多
量
に
混
入
し
た
河

水
が
時
速
二
0
1
七
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
猛
ス
ピ
ー

ド
で
山
津
波
と
な
っ
て
直
進
す
る
こ
と
を
い
い
、
急
な

谷
川
の
出
口
と
な
る
扇
状
地
の
頭
部
附
近
に
多
く
発
生

し
ま
す
。万

一
に
備
え
て

4
つ
の
心
が
ま
え

国
わ
が
家
の
危
険
度
葬
語
毘

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
白
戸
分
の

家
の
ま
わ
リ
を
よ
く
調
べ
、
危
険
性
の
あ
る
な
し
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

，，F
'
 

ハ
ノ

園
大
雨
の
時
は
、

-・一・・・"

ijijj:::;;;駒 山:

要
注
意

例
え
ば
土
石
流
な
ら
、
場
所
に
よ
づ
て
遠
い
ま
す
が

降
雨
量
が

一
時
間
に
二
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
ま
た

は
降
り
始
め
て
か
ら
の
累
計
雨
量
が

一
0
0
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
を
超
え
た
ら
要
注
意
で
す
。
ま
た
、

長
雨
の
後
に

こ
れ
は
、
地
中
に
存
す
る
粘
土
な
ど
の
す
べ
リ
層
に

地
下
水
が
潤
滑
油
の
よ
う
に
作
用
し
、
こ
こ
を
境
に
し

て
上
部
の
土
塊
が
そ
っ
く
リ
す
ベ
リ
落
ち
る
も
の
で
す
。

ふ
だ
ん
は

一
日
に

0
・
0
一
l
一
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と

す
べ
る
速
度
が
遅
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
気
付
か
な
い
く

ら
い
で
す
が
、
池
や
井
戸
の
水
が
急
に
減
っ
た
り
濁
っ

た
リ
し
た
時
に
は
、
急
速
に
す
べ
リ
落
ち
る
前
兆
な
の

で
警
戒
が
必
要
で
す
。j ，/ / f 

I I I 
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/ I 

/ I ， ，/ 

/ 
/ I 

/・。

短
時
間
に
多
量
の
雨
が
降
っ
た
リ
し
た
と
き
も
危
険
で

す
。
ふ
だ
ん
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
も
注

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

圏
避
難
場
所
事
-
決
め
て
お
く

が
け
と
い
う
と
、
ふ
つ
う
直
角
に
切
リ
た
っ
た
も
の

を
想
像
じ
が
ち
で
す
が
、

実
は
三
十
度
以
上
の
勾
配
を

も
っ
斜
面
で
あ
れ
ば
、
大
雨
の
際
に
が
け
崩
れ
を
生
ず

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

が
け
は
崩
れ
始
め
る
と
、

一
気
に
崩
れ
落
ち
て
し
ま

う
た
め
、
ぷ
だ
ん
水
分
の
無
い
斜
面
か
ら
急
に
水
が
わ

き
出
し
た
リ
、
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
る
等
の
徴
候
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
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V
土
砂
災
害
防
止
月
間

土
砂
災
害
防
止
月
間
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
住
民
の
防
災
知
識
の
普
及
を
図
る
た

め
昭
和
五
十
八
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

滝
の
よ
う
な
急
流
河
川
、
台
風
や
梅
雨
前
線
に
よ
る
集

中
豪
雨
、
冬
期
の
降
雪
・
融
雪
等
、
土
砂
災
害
の
誘
因
は

様
々
で
す
。
富
山
県
下
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
、
約
千

八
百
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
年
以
降
発
生
し
た
土
砂

災
害
は
約
三
百
三
十
件
に
及
ん
で
い
ま
す
。

県
で
も
、
従
来
か
ら
積
極
的
に
土
砂
災
害
対
策
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
整
備
は
ま
だ
立
ち
遅
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に
は
、
こ
こ
当
介
の

問
、
施
設
の
築
造
だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
日
頃
か

ら
の
防
災
に
関
す
る
十
介
な
知
識
と
備
え
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
県
で
は
、

土
石
流
・
地
す
べ
り
・
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
土
砂
災
害
に
関
す
る
写
真
展
、
小
学

生
・
中
学
生
の
絵
画
、
作
文
等
の
展
示
、
常
願
寺
川
立
山

カ
ル
デ
ラ
の
砂
防
工
事
見
学
会
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

A
内
'

E

・』、内，
O
 つ
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み
ま
で
ん

五
月

一
日
、
富
山
市
高
島
の
富
山
県
交
通
公
園
に
、

全
国
初
の

「交
通
安
全
博
物
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
の
同
館
は
、
県
民

が
気
軽
に
交
通
ル
ー
ル
・

知
識

・
マ
ナ
ー
を
正
し
く
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
人
と
車
の
調
和
の
と
れ

た
交
通
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
回
レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
て
下
さ
っ
た
の
は
石
田

み
の
リ
さ
ん
で
す
。

キ
ン
肉
マ
ン
の
映
画
で
交
通
安
全

運
転
免
許
を
持
つ
人
な
ら
三
年
に

一
度
は
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
運
転
教
育
セ
ン
タ
ー
。
そ
の
横
に
建
て

ら
れ
た
ば
か
リ
の
交
通
安
全
博
物
館
が
あ
リ
ま
す
。

私
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
制
服
が
と
っ
て
も

よ
く
似
合
う
交
通
指
導
員
の
お
姉
さ
ん
。
そ
し
て
光
て

』

F

安
全
運
転
ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

スイ ッチに触れるとビデオ

がスタートし交通マナーを

V解説してくれます

い
道
路
標
識

・
標
示
」
の
展
示
コ
ー
ナ

ー
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
装
を

P
R
す
る
ビ
デ
オ
の
コ
ー
ナ
ー

な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
リ
ま
し
た
。

入
口
右
側
の
階
段
を
登
る
と
、
雪
国

の
交
通
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
フ
ロ
ア

ー
で
す
。
ま
た
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
研

修
室
、
ミ
二
・
シ
ア
タ
ー
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「富
山
県
の
雪
と
交
通
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ス
ラ
イ

ド
映
写
と
照
明
に
よ
リ
冬
の
富
山
の
交
通
を
描
き
出
し

て
い
ま
し
た
。
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
か
け
る
と
「
雪
国
の
民

話
」
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
目
を
移
せ
ば
、
そ
こ
は
道
路
交
通

に
関
す
る
専
門
書
か
ら
絵
本
ま
で
約
七
百
冊
が
収
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
二
階
奥
に
は
ミ
ニ
・
シ
ア
タ
ー
が
あ
リ
、
こ

け

こ
で
は

一
度
に
約
三
十
名
が
映
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

味

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
交
通
安
全
の
た
め
の
映
画
で
す
。
上

政

映
時
間
は

一
本
十
五
分
、

三
本
の
映
画
が
セ
ッ
ト
さ
れ

の間

て
い
て
、
そ
の
中
の

一
つ
に
キ
ン
肉
マ
ン
の
映
画
が
・
o

M
思
わ
ず
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

-Rレポ
ー
タ
ー
募
集

「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
や
り
た
い
、」

「
県
政
の
あ
ん
な
所
一}
ん
な
所
が

見
て
み
た
い
じ、

こ
の
よ
う
な
方

は
、
県
庁
広
報
課
ま
で

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(8
0
7
6
4
例
4
1
1
1
)

交
差
点
て
の
人
と
車
の
流
れ
を
表
現
し
た
イ
メ
ー
ジ
デ

ィ
ス
ブ
レ
ザ
君
で
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
君

は
セ
ン
サ
ー
で
人
が
来
た
こ
と
を
感
知
し
光
と
音
楽
と

て
来
館
者
を
迎
え
て
く
れ
る
ん
で
す
。
こ
ん
に
ち
は
を

し
て
か
ら
館
内
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

博
物
館

一
階
の
な
ん
て
っ
た
っ
て
ア
イ
ド
ル
は
、
安

全
運
転
ゲ
ー
ム
君
で
す
。
こ
こ
で
は
、

一
度
に
三
人
が

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
自
分
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
点
満
点
の
減
点

法
て
採
点
さ
れ
て
行
き
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
ゴ

ー
ル
に
向
か
っ
て
進
み
ま
す
が
、
そ
の
聞
の
自
分
の
位

置
は
ラ
ン
プ
て
示
さ
れ
ま
す
J

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
す
ぎ

る
と
、
プ
ッ
と
警
告
音
が
出
て
速
度
超
過
の
ラ
ン
プ
が

つ
き
マ
イ
ナ
ス
2
点
。
信
号
機
、
踏
み
切
り
な
ど
も
設

定
さ
れ
て
い
て
、
ゴ
ー
ル
に
は
な
か
な
か
行
け
ま
せ
ん
。

は
じ
め
て
の
人
は
、

0
点
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
オ
ー
バ
ー

に
な
る
か
、
1
点
か
2
点
て
"
コ
ー
ル
す
る
か
だ
そ
う
で

す
。
私
は
、
ゴ
ー
ル
で
き
ず
に
、
い
つ
の
間
に
か
ス
タ

ー
ト
地
点
に
戻
さ
れ
て
し
ま
い
、
交
通
安
全
ゲ
ー
ム
君

に
は
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。
運
転
歴
数
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
、
彼
に
は
手
を
焼
か
さ
れ
る
そ
う
で

す
。

14 

こ
の
ほ
か
、
博
物
館

一
階
に
は
、
「
自
転
車
の
安
全
な

乗
リ
方
」
の
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
や

「知
っ
て
お
き
た

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
リ
の
交
通
安
全
博
物
館
は
日
曜

日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
入
館
料
も
要
リ
ま
せ
ん
。
免

許
証
の
更
新
の
待
ち
合
い
に
で
も
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄

っ
て
み
て
は
:
:
:
。

レ
ポ
ー
タ
ー

石
田
み
の
リ

-
利
用
ご
あ
ん
な
い

開
館
時
間
・
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
却
分

休

館

日

・
木
曜
日

-
水
曜
日
の
午
後

・
祝
日
の
翌
日

-
年
末
・
年
始

(ロ
月
お
日
1
1
月
3
日
)

入

館

料
・
無

料

利
用
方
法
・
博
物
館
の
受
付
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
団
体

で
交
通
安
全
指
導
を
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か

じ
め
博
物
館
事
務
局
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

15 

-
交
通
機
関
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パ
ス
に
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太
定

山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
、
山
菜
採
リ
が
酒
井
氏
は
じ
め
馬
場

島
住
人
(
犬
)
の
日
課
に
な
リ
そ
う
だ
。

P-
-cu 

。
剣
岳
ヘ
登
る
時
は
チ
ビ
の
許
可
が
要
リ
ま
す
。
と

い
う
の
は
全
く
の
嘘
で
す
が
、
夏
の
剣
岳
へ
の
登
山
届

け
は
こ
こ
馬
場
島
て
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
登

山
の
際
は
、
酒
井
氏
ほ
か
名
犬
チ
ビ
に
必
ず
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

御
岳
の
ふ
も
と
の
パ
ン
パ
島
で

名
犬
チ
ビ
と
い
っ
し
ょ
に
山
の
生
活
を
楽
し
む

ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
l
ソ
!
と
出
あ
っ
た
。

山
の
中
で
も

な
ぜ
か
w
島
u

六
月

一
日
は
、
何
の
日
か

?
何
を
隠
そ
う
北
ア
ル
プ

ス
の
峻
峰
剣
岳
の
山
開
き
が

弘

行
わ
れ
る
日
で
あ
る
。
そ
し

ぱ

ん

ぱ

て
こ
の
剣
岳
の
登
山
口
が
全
国
に
そ
の
名
も
高
い
馬
場

島
。
山
の
真
中
に
あ
リ
な
が
ら
も
な
ぜ
か
「島
」で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
島
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン

・
ク
ル
ー
ソ
l

こ
と

酒
井
政
雄
氏
、
日
々
、
愛
犬
チ
ビ
と
山
の
獣
た
ち
に
凶

ま
れ
な
が
ら
こ
こ
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。
彼
の

職
業
は
、
剣
岳
青
少
年
旅

田
一

行
村
馬
場
島
荘
の
管
理
人
。
回
一

山
を
降
リ
る
の
は
年
に
二

回

一

力
月
間
(
一
月
十
日
か
ら

1
・

三
月
十
日
)
。
だ
か
ら
、
市

街
地
の
信
号
機
と
自
転
車

に
恐
怖
を
い
だ
い
て
い
る
。

愛
犬
チ
ビ
は
、
彼
が
昭

和
五
十
年
に
妻
君
と

一
緒

に
馬
場
島
荘
に
入
っ
た
時
、

友
人
か
ら
贈
ら
れ
た
ワ
ン

チ
ャ
ン
で
以
後
、
酒
井
夫

妻
と
寝
食
を
共
に
し
て
き

た
つ

ふ
と
ん

た
仲
。
矩
熔
に
も
ぐ
り
蒲
団
て
寝
る
と
い
う
礼
儀
正
し

い
犬
で
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
、
犬
の
歴
史
始
ま
っ
て

以
来
の
快
挙
、
犬
と
し
て
剣
岳
初
登
項
の
栄
誉
を
持
つ

名
犬
で
あ
る
。
年
齢
満
十

一
歳
は
、
人
間
て
言
え
ば
熟

年
に
相
当
す
る
。
今
な
お
、
そ
の
健
脚
は
表
え
ず
、
馬

場
島
の
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
酒
井
氏
は
と
言
え
ば
、
管
理
人
の
仕
事
の
か
た

わ
ら
五
十
九
年
に
新
築
さ
れ
た
旅
行
村
の
管
理
棟
の
テ

ラ
ス
に
双
眼
鏡
を
据
え
付
け
、
日
が
な

一
日
ゃ
れ
カ
モ

シ
カ
だ
、
ク
マ
だ
、
サ
ル
だ
と
獣
を
川
町
め
て
い
る
。
そ

の
あ
い
だ
に
サ
ル
に
リ
ン
ゴ
を

一
箱
持
っ
て
い
か
れ
た

こ
と
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
五
月

・
六
月
は
、
ち
ょ
う
ど

16 

大
岩
山
日
石
寺
の
名
物

そ
う
め
ん
、と
こ
ろ
て
ん
は

な
ぜ
美
味
い

行
基
菩
薩
が
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
大
岩
山
日
石
寺
、

壁
面
に
刻
ま
れ
た
磨
崖
不
動
明
王
像
は
本
尊
と
し
て
有

名
で
す
。
そ
じ
て
も
う

一
つ
有
名
な
の
が
厳
冬
に
行
わ

れ
る
寒
修
業
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
さ
す
が
に
寒
修

業
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
涼
み
が
て
ら
そ
ば
の
休

憩
所
て
そ
う
め
ん
で
も
、
と
い
う
風
に
な
リ
そ
う
。

こ
こ
で
食
べ
ら
れ
る
の
は
、
笹
だ
ん
ご
、
白
玉
だ
ん

ご
、
そ
う
め
ん
、
と
こ
ろ
で
ん
と、

一
般
家
庭
で
も
食

べ
ら
れ
る
も
の
。
だ
が
、
な
ぜ
か
こ
こ
で
食
べ
る
と
と

て
も
お
い
し
い
。

質
問

ど
う
し
て
お
い
し

い
ん
で
す
か
。

①
こ
こ
の
笹
だ
ん

ご
の
笹
は
、
地
元

の
山
の
笹
だ
か
ら
。

②
そ
う
め
ん
は
、

解
金~
I=t 

〆-

解 .
金~

上市町の概況

人口 24，100人

(昭和60年国勢調査)

面積 237.39平方キロメートル

町の東南には、北アルプスの竣

峰剣岳がそびえ、ふもとの馬場島

は、その登山基地とな っている。

古くは、立山参拝など山岳信仰

の通路として開けた町で、江戸時

代には藩の穀倉として開発され、

交通の要所、物資交流の中心地と

して発達した。

心身の病に霊験あらたかとされ

る「穴の谷の霊水」は、環境庁の

全国名水百選に選定され、県内外

から訪ね来る人が絶えない。

中華庁111酔

富山市¥
r、

H ・
ー・...1，ー

/ ， . . . . . 
• . . -. . 、

作
っ
て
か
ら
三
年
間
寝
か
せ
て
あ
る
か
ら
。

③
と
こ
ろ
で
ん
の
原
料
の
て
ん
ぐ
さ
は
、
滑
川

の
浜
の
も
の
で
、
探
っ
て
か
ら
五
年
以
上
寝

か
せ
て
あ
る
か
ら
。

こ
の
条
件
を
そ
ろ
え
れ
ば
、
家
庭
て
も
お
い
し

く
で
き
ま
す
か
。

解
答
お
い
し
く
な
リ
ま
せ
ん
。

質
問
ど
う
し
て
で
す
か
。

解
答

水
が
違
う
か
ら
で
す
。

な
る
ほ
ど
、
寒
修
業
の
冷
た
い
水
が
こ
ん
な
所
に
も

生
か
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
、
納
得
、

納
得
。

そ
う
そ
う
、
こ
こ
大
岩
日
石
寺
の
藤
水
は
目
の
病
に

良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
し
、
こ
の
ほ
か
上
市
町
に
は
穴

の
谷
の
霊
水
や
弘
法
大
師
の
清
水
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

霊
水
め
ぐ
リ
を
し
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

解
笠宮E
Eコ

時
竜
町
け

斤
e
H
HV

17 



-
四
月
十
八
日

百
木
街
頭
配
布

-
四
月
十
九
日

い
き
い
き
富
山
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ナ
イ
タ
ー

ル
チ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ナ
展
開
会

圃
四
月
二
十
二
日

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り

語
る
つ
ど
い
(
利
賀

村
)

-
四
月
二
十
五
日

県
政
P
R
デ
ザ
イ
ン
研

究
会

-
四
月
三
十
日

高
志
会
館
落
成
式

・
五
月
一
日

交
通
安
全
博
物
館

竣
工
開
館
式

木
材
利
用
普
及
セ

ン
タ
ー
竣
工
式

-
五
月
五
日

い
き
い
き
富
山
獅
子
舞
大
競
演
会

・
五
月
六
日

県
民
総
合
博
物
館
基
本
構
想
策
定
委
員
会

・
五
月
七
日

総
合
開
発
審
議
会

県
政
パ
ス
教
室
ス
タ
ー
ト

医
王
ト
ン
ネ
ル
竣
工
・
開
通
式

・
五
月
八
日

第
幻
回
富
山
県
植
樹
祭

・
五
月
九
日

「
と
や
ま
賞
」
贈
呈
式

児
童
福
祉
週
間
一
日
園
長
・
一
日
保
母
・
一
目

指
導
員

-
五
月
十
日

春
の
叙
勲
伝
達
式

・
五
月
十
二
日

「
雪
に
関
す
る
ア
イ
デ

ィ
ア
募
集
」
審
査
委
員
会

・
五
月
十
三
日

春
の
褒
章
伝
達
式

・
五
月
十
四
日

婦
人
・
青
年
海
外
派
遣
団
壮
行
会

・
五
月
十
五
日

消
費
者
ス
ク
ー
ル
開
校
式
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-

-
-

募
集
し
ま
タ

-
お
と
し
よ
り
の
知
恵

私
達
の
祖
先
が
長

い
生
活
の
中
で
生
み
だ
し
、
代

々
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
生
活
の
知
恵
や
工
夫
を

今
の
生
活
に
活
用
し
次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
、

「
お

と
し
よ
り
の
知
恵
」
を
募
集
し
ま
す
。

A
V
募
集
の
内
容

①
家
事
や
日
常
生
活
に
お
け
る
工
夫

②
食
べ
物
の
工
夫
や
健
康
法

③
農
林
漁
業
に
生
か
さ
れ
て
い
る
知
恵

④
天
候
に
関
す
る
も
の
や
、
な
つ
か
し
い
遊
び

A
V
応
募
の
資
格

県
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方

.
問
い
合
わ
せ
先

各
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ま
た
は
福
祉
事
務
所

-
「
ズ
l
ム
ア
ッ
プ
と
や
ま
」

写
真
展
用
写
真

八
月
八
日
幽
1
十
日
岡
県
民
会
館
で
行
わ
れ
る
写

真
展

「ズ

l
ム
ア
ッ
プ
と
や
ま
」
で
展
示
す
る
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

-テl
マ

六
月
一
日
に
富
山
県
を
撮
っ
た
も
の
な
ら
何
で
も

ハu
k
n

-
応
募
方
法

富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
庖
(
ポ
ス
タ
ー
が
目

印
)
、
市
町
村
窓
口
、
県
庁
広
報
課
に
備
え
て
あ
る

応
募
用
紙
を
添
え
、
富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟

庖
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
利
率
も
五

・
七
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

av問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
住
宅
供
給
公
社

(宮
0
7
6
4
・
辺

・
5

1
3
1
)
ま
た
は
県
庁
建
築
住
宅
課

-
富
山
県
交
通
事
故
相
談
所

(日曜、祝 祭 日)
はイ木み

適切y、ーフ
4 ノト/，"イス

土

9 : 00 

11 : 30 

損害賠償のことで…

一金

弁護士相談

1 :00-3:00 

木

時

内線 759

水

9 : 00 

4 : 00 

言炎

-相談員が常駐しています0

・秘密厳守
・相談は無料です

・電話相談もどうぞ

ft (0764) 31-4111 

火

ヰ目

月

_..，_ 
目IJ

後

日曜

午

午

-
ナ
イ
ス
・
ハ

l
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語

障
害
を
持
つ
方
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

av応
募
方
法

官
製
は
が
き

1
枚
に
つ
き
標
語

1
点
。

標
語
の
ほ
か
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
下
主
い
。

-
送
り
先

県
庁
障
害
福
祉
課
内
「
ナ
イ
ス
・
ハ
ー
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
標
語
」
募
集
係

A'締
切

六
月
三
十
日

-
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
中

.
受
付
期
間

六
月
一
日
同
i
七
月
五
日
出

.
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

(8
0
7
6
4
・
削
・

3
2
7
1
)
 

見てください

聞いてください

県広報

昭和61年 6月街頭献血日程

所場

10 : 00 -16 : 00 富山駅前
7 

-
第
三
回
現
代
芸
術
祭
(
ミ
ロ
の
世
界
)

県
立
近
代
美
術
館
で
、

二
十
世
紀
美
術
の
巨
匠
ジ

ョ
ア
ン

・
ミ
ロ
の
回
顧
展
を
開
催
し
ま
す。

明
る
く
、

天
真
ら
ん
ま
ん
で
、
詩
情
あ
ふ

れ
る
色

と
形
の
世
界
を
、
油
彩

・
水
彩

・
素
描

・
版
画
・

彫

刻

・
タ
ピ
ス
リ
1
の
主
要
作
品

一
五

O
点
余
を
通
し

て
紹
介
し
ま
す
。

-
会
期

六
月
一
四
日
出
l
八
月
二
四
日
同

.
観
覧
料

一
般

8
0
0
円

高

大

生

6
0
0
円

小
中
生

3
5
0
円

ご
利
用
下
さ
い

18 

-
優
良
宅
地
取
得
資
金

県
ま
た
は
、
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
宅
地
を

購
入
さ
れ
る
方
に
対
し
て
融
資
す
る
富
山
県
優
良
宅

地
取
得
資
金
の
融
資
条
件
が
改
善
さ
れ
有
利
に
な
り

ま
し
た
。

融
資
限
度
額
が
二
百
五
十
万
円
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
、

償
還
期
聞
が

二
十
年
に
延
長
さ
れ
、
融
資
利
率
も
五

・
七
五
パ

ー
セ

ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
ま
す

0

.
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
住
宅
供
給
公
社

(宮
0
7
6
4
・
立
・

5

1
3
1
)
ま
た
は
、
太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事
務

所

(2
0
7
6
6
・日・

0
2
2
1
)

新聞広報

・北日本、富山、 読売、 北陸中日

毎月第2土曜 日

「県からのお知 らせ」

毎月 最終土曜 日

「みんなの県政」

・朝 日、毎日

毎月 第2、最終土曜日

「県から のお知 らせ」

-
住
み
よ
い
家
。つ
く
り
資
金

雪
に
強
い
家
づ
く
り
、
住
み
よ

い
家
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ

い
家
づ
く
り
資
金
の

融
資
条
件
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
有
利
に
な
り
ま
し
た
。

新
築
の
場
合、

融
資
限
度
額
が
三
百
二
十
万
円
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ
、
償
還
期
聞
が

二
十
年
に
延
長
さ
れ
、

テレビ広報

・北日本放送

毎週 日曜日 AM8: 00-8: 30 
「こんにちは富山県てeす」

・富山テレ ビ放送

毎週 日曜日 AM9・00-9:30
'110万人のひろば

クイズフォーカスイン 」

土

月

富山市アピア前

1 0 : 00 -15 : 30 

1 0 : 00 -16 : 00 

8 :00-14:00 

1 0 : 00 -15 : 30 

1 0 : 00 -16 : 00 

平村診療所前

砺波市役所前

高岡駅前

富山西武前日8 

9 

1 0 : 00 -15 : 30 高岡駅前
土14 

1 0 : 00 -16 : 00 

魚津 市サ ン プ ラザ前

1 0 : 00 -15 : 30 

1 0 : 00 -15 : 30 

1 0 : 00 -16 : 00 

1 0 : 00 -15 : 30 

富山市中央通り 前

福光町健康増進センター前

富山駅前

福野町役場前

日

火

木

土

15 

17 

19 

21 

19 

AM9:30-9・35

ラジオ広報
.FMとやま

“ふれあいホ ッ トライン"

県内各地から ホッ 卜な話題 を

クリアなサウン ドでおと どけ

します

毎週月一金曜日

1 0 : 00 -15 : 30 

10 : 00 -15 : 30 

10 : 00 -15 : 30 

10 : 00 -16 : 00 

10 : 00 -15 : 30 

小杉町パ スコ前

福岡駅前

富山駅前

高岡駅前

高岡駅前

木

土

日

日

28 

22 

26 

29 



お
だ
よ
り

円
王
要
道
路
に

手
洗
所
・
ご
み
置
場
を

設
置
し
て
は
・
.......... ・・・・・・』

私
の
家
は
凶
道
に
.
出
し
て
い
ま
す
。
近
頃
は

，T
供
連
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
が
よ
く
「
ト
イ

レ
を
貸
し
て
下
さ
い
己
と
立
寄
ら
れ
ま
す
。
ど

う
ぞ
と
お
貸
し
し
て
、
「
も
し
、
ゴ
ミ
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
こ
こ
へ
置
い
て
行
か
れ
ま
せ
ん
か
U

と
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
出
し
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
沿
道
に
捨
て
ら
れ
る
空
カ
ン
、
ゴ
ミ

類
の
多
さ
に
は
、
腹
立
た
し
き
を
祭
じ
え
ま
せ

ん
。
主
要
道
の
建
物
の
あ
る
バ
ス
停
と
か
、
あ

る
程
度
の
距
離
ご
と
に
「
手
洗
所
」
と
「
ご
み

置
場
」
が
設
置
し
て
あ
れ
ば
、
と
常
々
思
っ
て

い
ま
す
。

山
間
波
市

女

-
日
頃
か
ら
、
道
路
環
境
の
美
化
に
つ
い
て
は

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
が
管
理
す
る
道
路
で
は
、
大
規
模

自
転
車
道
の
駐
輪
場
に
手
洗
所
が
五
ヵ
所
、
同

所
と
地
下
横
断
歩
道
の
一
部
に
ご
み
箱
等
が
十

七
ヵ
所
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
(
昭
和
六
十
年
十

一
月
)。

シリーズ②

③⑨⑧⑨⑧ 

手
洗
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
設
置
す
る
場

合
に
は
相
当
規
模
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と

な
る
こ
と
や
、
設
置
後
の
毎
日
の
清
掃
を
は
じ

め
と
し
た
、
汲
み
取
り
、
水
道
、
照
明
器
具
等

の
維
持
管
理
面
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
が
多
数
あ
り
直
ち
に
設
置
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

ま
た
、
ゴ
ミ
箱
に
つ
い
て
も
設
置
後
の
維
持

管
理
面
で
問
題
が
残
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
が
ゴ
ミ
袋
を
用
意
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

手
洗
所
と
ご
み
置
場
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
道
路
整
備
の
中
で
十
分
検
討
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
美
化
活
動
に
対
す
る
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

生

00骨量岨圏直 E望日固画面
eヨ凪ii~;這哩」司同副岨l4F.J

.困りごと相談所

警察本部防犯少年課

宮 (0764)33-8080
・覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課

tt(0764)41-8904 
・暴力団ゼ口 110番

警察本部捜査第二課

宮 (0764)42-0110
このほか各警察署でも受け

付けています。

.院長音事司陶.. 1岨l..巨・

.消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内

包 (0764)32-9233

-・・・・・昼-.;~・H・M・E岨..1:・・・・・・
富山市総曲輪1-7(県庁内)

宮 (0764)31-4111附
31-3131 (県民電話)

......... 
主E炎キ目民-県

-消費生活センタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮 (0766)21-9411
-高岡地方県民相談室

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311

砺波市幸町卜7(総合庁舎内)

宮 (0763)335151 

「 編集後記

-R梅
雨
の
た
め
、
天
の
神
様
の
困
に
水
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
本
無
月
。
と
う
と

う
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
日
シ
ト
シ
ト
ジ
ト

ジ
ト
、
気
分
ま
で
滅
入
づ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。
家
に
ば
か
リ
こ
も
っ
て
い
な
い
で
、
晴

れ
間
に
は
外
ヘ
出
て
太
陽
の
光
を
浴
び
ま
し

ょ
う
。
何
か
い
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
。
ジ
メ
ジ
メ
し
た
肌
は
、
熱
い
湯
に

サ
ッ
と
人
る
か
、
シ
ャ
ワ
ー
で
さ

っ
ぱ
リ
と
。

ハ
l
ブ
な
ど
て
家
の
中
に
よ
い
香
リ
を
。
さ

わ
や
か
に
瓦
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

女

一
年
中
出
回
っ
て
い
る
い
ち
ご
。
実
は、

A
r
が
句
で
す
。
温
室
や
促
成
栽
培
の
も
の
で

は
な
く
、

市路
地
法
培
の
甘
ず
っ
ぱ
い
い
ち
ご

が
素
朴
で
す
。
い
ち
ご
狩
リ
に
出
か
け
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
じ
ゃ
が
い
も
、
か
ぼ
ち

ゃ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
二
ラ
、
あ
ゆ
、
あ
わ
び

な
ど
も
、
今
が
採
れ
時
で
す
。

-R馬
場
島
の
チ
ビ
、
い
か
に
も
主
と
い
う
感

じ
で
す
。
彼
の
ガ
ッ
ツ
を
見
習
円
わ
な
く
て
は
。

女
七
色
の
ι
日
楽
堂
、
あ
じ
さ
い
は
、
同
の
中

で

一
層
は
え
て
兄
え
ま
す
。
ど
ん
な
風
に
色

が
変
わ
る
の
か
、

H

し
づ
く
リ
観
察
し
て
み
ま

し
ょ
う
か
。

-Rコス
モ
ス
の
種
を
ま
き
ま
し
ょ
う
。
秋
に

は
き
れ
い
に
咲
き
ま
す
。

(
ツ
ク
)
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一
-
お

た

よ

り

く

だ

さ

い

一

.
県
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
、
提
言
な
ど
、
お
た
一

一
よ
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
富
山
県
に
つ
い
て
一

一
思
っ
て
い
る
こ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
な
ん
で
一

一
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
下
さ
い
。

.

一
一
⑨
九
三

O

富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号
一

富

山

県

庁

広

報

課

一

「
広
報
と
や
ま
お
た
よ
り
」
係
ま
で

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

※

5
川
号
四
ペ
ー
ジ
左
上
に
間
違
い
が
あ
リ
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

⑮

昭
和
印
年
1
川
1
日
現
在
|
+

⑪

昭
和
白
年

1
月
1
日
現
在

⑮

右

か
ら
所
在
地
及
び
地
番
|
+

⑪

左

か

ら

所

在
地
及
び
地
番

北
陸
本
線
生
地
駅
前
、
地
下
六

0
メ
ー
ト
ル
か
ら
自

噴
す
る
清
水
が
あ
リ
ま
す
。
こ
の
水
は
、
春
夏
秋
冬

一

年
通
じ
て
水
温
が
摂
氏
十

一
度
、
夏
は
冷
た
く
冬
は
温

か
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

黒
部
川
扇
状
地
の
扇
端
部
に
で
き
た
湧
水
地
帯
は
、

「
黒
部
川
扇
状
地
の
湧
水
群
」
と
し
て
、
環
境
庁
の
全

国
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
清
水
の

里
は
、
こ
の
「
湧
水
群
」
の
中
の

一
つ
で
す
。

北
陸
本
線
魚
津
1
泊
聞
は
明
治
四
十
三
年
に
開
通
し

ま
し
た
が
、
当
時
か
ら
こ
の
湧
水
は
乗
降
客
の
飲
料
水

や
蒸
気
機
関
車
の
汽
健
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
生
地
駅
周
辺
は
大
工
場
が
林
立
し
て
、

当
時
の
面
影
は
あ
リ
ま
せ
ん
が
、
湧
水
は
今
も
噴
出
し
、

乗
降
客
に
冷
た
く
て
お
い
し
い
水
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

御
影
石
で
で
き
た
水
飲
場
か
ら
あ
ぶ
れ
た
水
は
、
モ

二
ユ
メ
ン
卜
「
コ
ー
ト
の
少
女
」
の
周
リ
を
静
か
に
流

れ
て
い
き
ま
す
。

こ
ん
こ
ん

混
々
た
る
黒
部
の
清
泉

み

な

ぎ

あ

ふ

減
る
命
溢
れ
る
力

汲
み
交
わ
し
望
み
に
生
き
ん



1秒のカベがいかに厚いか。
臓の故障に耐え、自体3連勝をめざして
中田健子(1踏むのきびしい練習が続いた…・ 。

100メートルバタフライに賭けた
青春を描くセミ・ドキュメンタリー~~~

.16ミリ・カラーフィルム/28分30秒
ー物語 富山女子高校 3年の中田佳子さんは、百メートノレバタフライの選手である。幼いころ病

弱だった彼女は、母親に連れられてスイミングスクーノレに通うようになった。そして健康を取り

戻した彼女は、やがてバタフライ選手としてデビュー。小柄な身体に強し、パオ、と粘り強い精神力

を秘めた彼女は、たちまちジュニアのトップクラスに立った。

高校生になって国体二連勝、「わかとり国体」での三連勝の期待が大きい。ところが 3年生の春、

ちょっとしたことで膝を捻挫、 ーヵ月ものドクターストッフ。がかかった。間近に控えた各種大会

での成績が心配だ。苦しい調整が続く。しかし、インターハイも全日本選手権も残念な結果に終

わった。

いよいよわかとり国体。同じクラブの河原泉選手は新記録で優勝を飾る。そして中田も決勝へ。

結果は二位だった。だが、全力を出しきった彼女の顔は、晴れやかだった。
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